
お 口の 健 康は
糖尿病の発症に
影響を及ぼします

香川県歯科医師会公    益
社団法人香川県・ 詳しくは裏面へ !

令和5年度  香川県歯の健康と医療費に関する実態調査報告書より

お 口の 健 康は
糖尿病の発症に
影響を及ぼします

お口の健康から始める糖尿病予防
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0-9歯、
10-19歯、
20歯以上
はお口の中に
ある歯の本数
を表す
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Oc1
Oc2,3
Oc4,5,6

Oc1：
自分の歯で奥
歯のかみ合わ
せ有
Oc2,3：
入れ歯を入れ
たら奥歯の噛
み合わせ有
Oc4,5,6：
入れ歯を入れ
ても奥歯の噛
み合わせ無＋
奥歯のかみ合
わせ無
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P1
P2
P3

P1：
軽度歯周病
P2：
中等度歯周病
P3：
重度歯周病

現在歯数との関係

咬合状態との関係

歯周病との関係

「令和5年度 香川県歯の健康と医療費に関する実態調査報告書」より抜粋

口腔内の状況と糖尿病の発生状況について
分析目的 対 象 者平成26年度の口腔内の状況（現在歯数、

歯周病の程度、咬合状態）とその後7年間
の糖尿病の発症状況について分析

平成26年5月末日時点で40～64歳の者

現在歯数との関係

咬合状態との関係

歯周病との関係

●現在歯数との関係

●咬合状態との関係

●歯周病との関係

残っている歯が少ない人
は糖尿病になりやすい（20
歯以上群に対して0-9歯群
は1.573倍、10-19歯群は
1.284倍）

奥歯を失った人は、奥歯の
かみ合わせが有る人より
糖尿病になりやすい（Oc1
群に対してOc2 , 3群は
1.495倍、Oc4,5,6群は
1.691倍）

歯周病が重症な人は軽症
の人より、糖尿病になりや
すい。（中等度の人は軽度
の人の1.324倍）


